
二
晩
年
の
軍
医
森
鴎
外
Ｉ
史
伝
発
想
の
内
実
第
１
回

臨
時
脚
気
病
調
査
会
の
停
滞
と
克
服
Ｉ

。
…
：
．
．
…
…
…
…
：
…
：
坂
本
秀
次
（
元
山
梨
学
院
大
）

三
総
力
体
制
化
の
医
学
教
育
：
：
…
：
…
神
谷
昭
典
（
瀬
戸
市
）

三
薬
学
教
育
へ
の
医
学
の
協
力
ｌ
阪
大
医
学
部
に
薬
学
科

が
創
設
さ
れ
、
多
数
の
医
学
教
授
は
薬
学
教
育
へ
出
講
し
た
Ｉ

。
…
．
：
…
…
…
…
…
…
・
・
中
室
嘉
祐
（
東
大
阪
市
）

西
能
勢
（
大
阪
府
）
医
師
会
創
立
者
・
・
森
本
玄
良

（
一
八
五
五
～
一
九
二
三
）
…
・
・
：
…
：
石
原
理
年
（
京
都
大
学
）

三
乳
児
死
亡
の
自
然
的
・
政
治
的
観
察

…
…
…
…
…
：
：
．
：
：
…
丸
山
博
（
箕
面
市
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
例
会

ｌ
西
宮
・
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
Ｉ

共
催
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部

と
き
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）
正
午
よ
り
午
後

ロ
シ
ア
通
信
・
・
・
：
：
：
．
：
：
：
。
：
：
。
：
・
・
中
山
沃
（
西
宮
市
）

八
大
阪
で
印
行
の
「
本
朝
医
家
著
述
目
録
』

…
…
：
．
…
…
…
・
…
：
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

松
田
武
（
阪
大
・
医
）

九
匡
勗
。
三
〕
①
侭
来
日
の
京
都
見
学
〃
今
昔
″

．
：
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

ご
ホ
フ
チ
ェ
に
つ
い
て
ｌ
近
代
オ
ラ
ン
ダ
の
小
庭
を
も
つ

非
宗
教
系
困
窮
者
収
容
施
設
ｌ
・
…
：
石
田
純
郎
（
新
見
女
子
短
大
）

九
月
例
会
平
成
三
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
絵
島
・
生
島
事
件
と
御
蔵
島
新
藤
恵
久

一
『
金
瓶
梅
』
と
道
教
、
民
俗
、
風
習
吉
元
昭
治

十
月
例
会
平
成
三
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
順
天
堂
」
東
京
文
映
制
作

一
仏
典
と
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
に
み
ら
れ
る
酒
の
評
価
杉
田
暉
道

一
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
種
痘
の
始
祖
緒
方
春
朔
」
甘
木
朝
倉
医
師
会
制
作

十
一
月
例
会
平
成
三
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
盲
育
の
病
の
再
検
討
遠
藤
吹
郎
・
中
村
輝
子

一
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
’
一
博
物
館
図
録
か
ら
中
西
淳
朗

講見 ｒ
と
こ
う
つ例

会
記
録

演学

五
時
ま
で
、
講
演
は
午
後
一
時
～
三
時

（
財
）
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館

西
宮
市
鞍
掛
町
八
’
一
二

新
春
・
福
の
神
展
、
そ
の
他
博
物
館
内
見
学
随
時

あ
い
さ
つ
南
野
武
術
（
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
帥
長
）

一
西
宮
の
医
師
田
中
信
謹
と
そ
の
著
書

『
広
西
両
宮
記
』
堀
内
冷
（
三
菱
神
戸
病
院
）

二
医
の
年
賀
切
手
石
原
理
年
（
京
都
大
学
）
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新
潟
県
は
お
お
よ
そ
六
つ
の
文
化
圏
が
あ
る
。

古
来
佐
渡
ヶ
島
ば
一
島
天
領
で
、
特
異
な
文
化
圏
で
あ
る
。
村
上
市
中
心

の
岩
船
文
化
圏
、
新
発
田
市
、
新
潟
市
中
心
の
下
越
文
化
圏
、
三
条
市
、
長

岡
市
、
柏
崎
市
を
中
心
と
し
た
中
越
文
化
圏
、
魚
沼
三
郡
の
文
化
圏
、
旧
直

江
津
市
、
高
田
市
を
中
心
と
し
、
米
山
山
塊
か
ら
南
部
、
中
頸
城
郡
、
東
頚

城
郡
、
西
頚
城
郡
を
含
め
た
上
越
文
化
圏
の
六
つ
で
あ
る
。
旧
高
田
藩
、
清

崎
藩
領
と
大
小
の
代
官
所
支
配
地
が
混
在
し
長
期
に
わ
，
た
っ
て
領
主
が
交
代

し
な
か
っ
た
の
で
、
落
着
い
た
文
化
が
成
熟
し
て
い
た
。
そ
の
精
神
風
土
が

医
界
に
も
影
響
し
て
か
、
派
手
で
は
な
い
が
、
県
南
の
知
性
を
代
表
す
る
医

療
人
が
育
っ
て
き
た
。

著
者
も
そ
の
一
人
で
、
県
下
私
立
病
院
の
名
門
知
命
堂
病
院
四
代
目
の
院

長
で
あ
り
、
す
で
に
『
知
命
堂
病
院
百
十
年
史
』
昭
和
五
十
七
年
刊
、
『
知

十
一
一
月
例
会
平
成
三
年
十
二
月
二
十
一
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

池
田
謙
斎
生
誕
百
五
十
年
、
石
黒
忠
息
没
後
五
十
年
記
念
例
会

一
池
田
謙
斎
、
石
黒
忠
窓
に
つ
い
て
酒
井
シ
ヅ

一
池
田
文
書
に
つ
い
て
深
瀬
泰
旦

一
池
田
文
書
か
ら
ゑ
た
池
田
謙
斎
、
石
黒
忠
息
遠
藤
正
治

三
子
湫
蛍
承
ｗ
妙
紹
介
宗
巡
今
ｗ
“
会
ｗ
“
今
ｗ
“
◇
命
“
琴
耐
些
率
Ｗ
坐
査

森
川
政
一
著
一
一
明
治
・
大
正
上
越
医
界
史
」

命
堂
病
院
附
属
産
婆
看
護
婦
養
成
所
史
』
昭
和
六
十
二
年
刊
と
い
う
二
冊
の

著
作
が
あ
る
。
知
命
堂
病
院
は
英
医
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
一
〈
に
親
灸
し
た

瀬
尾
玄
弘
、
か
創
立
し
た
近
代
的
病
院
で
、
創
立
以
来
、
火
災
、
天
災
に
も
あ

わ
ず
、
創
立
以
来
の
文
書
、
図
書
か
豊
富
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、

創
立
以
来
、
こ
の
上
越
地
方
の
中
心
的
医
療
機
関
と
し
て
医
療
界
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
き
て
い
た
。
従
っ
て
上
越
地
方
医
療
活
動
、
医
師
会
関

係
の
文
書
も
あ
ま
り
散
ず
る
こ
と
な
く
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料

を
も
と
に
し
、
郷
土
史
家
・
を
は
じ
め
、
著
者
の
長
年
の
医
療
活
動
に
培
わ
れ

た
人
脈
を
た
ど
っ
て
、
地
域
内
を
足
で
歩
か
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
こ
の

医
界
史
で
あ
る
。
医
師
会
史
と
い
う
の
が
全
国
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
、
か
、
無

味
乾
燥
で
面
白
く
な
い
も
の
が
多
い
。

医
界
史
な
の
で
、
読
象
始
め
る
と
先
人
医
師
の
逸
話
や
業
績
が
平
易
達
意

の
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。
著
者
の
血
族
に
あ
た
る
、
瀬

尾
原
始
、
菅
沼
定
男
、
瀬
尾
貞
信
、
森
成
麟
造
な
ど
日
本
的
に
有
名
な
医
師

た
ち
の
、
親
戚
の
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ぬ
よ
う
な
隠
れ
た
話
か
記
録
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
医
界
史
は
「
地
方
疾
病
史
」
か
ら
始
ま
る
と
こ
ろ
が
玄
た
ユ
ニ
ー
ク

で
、
興
味
を
そ
そ
る
。

第
一
章
「
上
越
地
方
の
疾
病
と
医
療
」
は
痘
瘡
、
『
｜
レ
ラ
、
チ
フ
ス
な
ど

の
法
定
伝
染
病
の
対
策
史
を
中
心
に
約
五
○
．
ヘ
ー
ジ
を
占
め
る
ほ
ど
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
上
越
の
検
梅
院
と
梅
毒
対
策
」
と
し
て
、
港
町
直
江
津
、
軍
隊

の
あ
っ
た
高
田
の
売
春
対
策
の
実
体
に
触
れ
、
第
三
章
「
上
越
地
方
の
医
療

啓
蒙
活
動
」
へ
と
展
開
し
、
通
俗
衛
生
会
か
ら
保
健
所
設
置
ま
で
へ
の
道
の
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